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１．雲仙断層群の概要 図表 

1 

 

 
 

図 1-1 雲仙断層群の概要（地震調査研究推進本部地震調査委員会、2006） 
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図 3-2 エアガン・マルチチャンネル探査の概要 

 
 

 
 

図 3-3 エアガン・マルチチャンネル調査のデータ処理フロー 
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表 3-1 エアガン調査測線の詳細 
 

観測日 測線名 測定方向 測線長 SP 数 CDP 数 

2009/7/17 UM3 N-S 20.2km 1620 3272 

2009/7/18 UM1 N-S 22.8km 1820 3672 

2009/7/19 UM102 SW-NE 16.2km 1300 2632 

2009/7/20 UM2 S-N 24.5km 2000 4035 

2009/7/21 UM101 W-E 13.7km 1080 2194 

 
  交点 SP No.表   

 UM1 UM2 UM3 UM101 UM102 

UM1    SP1059 SP104 

UM2    SP746 SP1309 

UM3    SP860  

UM101 SP369 SP660 SP884   

UM102 SP542 SP143    

 
 
 
 
 

表 3-2 エアガン調査の主要測定パラメーター 
 

測定パラメーター 設定値 
サンプルレート  1sec 
収録長       4.05sec(UM3のみ 3.05sec) 
プリアンプゲイン  40dB 
収録フォーマット  SEGY 
発振間隔      12.5m 
発振圧力      12.6MPa 
船速        2.5～3.0ノット 

 


